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　私は、東京大学薬学部の教授に在職中の2000年に、バイオベンチャーである株式会社ゲノム創薬研究
所を設立しました。以前は国立大学の教授が会社の役員などを兼業することは国家公務員法により禁止

されていましたが、文部科学省や人事院は記者発表を行い、教授が自らの研究を事業化する企業を設立

し役員を兼業することは国民の奉仕者としての役職と矛盾せず、むしろ産学連携の観点から好ましいこと

であるという見解を示しました。株式会社ゲノム創薬研究所はこの政府の方針変換に伴い、私自身の研究

を事業化する企業として設立されました。2015年に私は帝京大学に研究室を移し、今日に至るまでこの
会社の顧問として、自らの研究を続けています。本フォーラムでは、この会社の設立の経緯、並びに現状

をお話しして、ベンチャー設立を目指す若い研究者のお役に立ちたいと存じます。 

　大学人にとって研究費の確保は深刻な問題であります。大学の研究者にとって自らの研究を事業化す

る企業を設立することは、研究費の確保という観点から重要な意義があります。自らの研究を経済的観点

から評価付けを行い、資金を提供してくれるという研究事業化企業は理想的な研究支援機関となることが

期待されます。現代の生物学研究においては遺伝子のスクリーニングなど、ルーチンワークと呼ばれる作

業が必要不可欠になっています。これを自らの研究のために実施してくれるのが理想的な研究事業化企

業であります。とはいうものの、大学人が行う研究の成果が経済的に評価されるという事態はなかなか成立

しないというのが現実です。この問題をいかに克服して行くかが私たちの課題でありました。 

　私たちは、カイコを実験動物として医薬品シーズを探索するという「カイコ創薬」の研究をしております。

カイコは見かけがヒトを含む哺乳動物とは随分違っていますが、一通りの臓器が備わっており、病気のモ

デルを構築して薬の効果を判定することができます。私たちはこの系を用いて新規抗生物質の探索研究

を行っています。さらに、抗生物質などの医薬品ばかりでなく、乳酸菌の機能をカイコにより評価しヨーグ

ルトなどの開発に応用するという研究も行っています。本フォーラムでは、私自身の経験をもとに、バイオ

ベンチャーの現状と将来像について討論させていただきたいと思います。 


